
　１　鳴門公園　　阿部

[bookmark: _Hlk487785372][image: ]鳴門公園駐車場に車を置いて徒歩で十分、トンネルを抜けると広場に出る。そこが千畳敷展望台である。大鳴門橋を下から見上げる形となり、徳島側から見るには最も近い絶景ポイントである。見下ろせば鳴門海峡が一望できる。周辺には食事処や喫茶店、みやげ店が軒を連ねる。近くには野口雨情の歌碑などもある。
　千畳敷から徒歩五分くらいの処に大鳴門橋遊歩道「渦の道」の入り口がある。「渦の道」は、大鳴門橋の橋げたに作られた全長五十メートルほどの海上遊歩道であり、海上からの高さは四十五メートルで、途中八ヶ所に設けられたガラス張りの床から、ダイナミックな鳴門の渦潮を真上から見ることができる。
「渦の道」を出てから十分ほど歩くと標高九十九メートルの鳴門山展望台に着く。鳴門公園にある展望台の中でも一番高台にあり、鳴門海峡や、瀬戸内海に浮かぶ小豆島、紀伊水道側の和歌山方面まで三百六十度の大パノラマが楽しめる。歩いて登れば千畳敷から大体二十分前後、歩きやすい靴・服装がいい。ただ、歩くのが苦手な人は、展望台まで一直線のロングエスカレーター『エスカヒル鳴門』の利用が便利。
山頂展望台を降りて十分ほど行くと鳴門架橋記念館「エディー」がある。鳴門海峡の渦潮の発生のメカニズムや何故、渦が橋を挟んで両側にできるのかといった仕組みを橋や海底のジオラマを使って解説してくれる。
架橋記念館エディーから少し行くとお茶園展望台に着く。かつて阿淡藩主の蜂須賀家が、茶屋をつくって鳴門の渦潮を眺めた場所で、当時お茶屋と呼ばれていたことから、お茶園展望台と名付けられた。鳴門架橋を、また違った角度から見られる。　　　　　　　　　　　　　　　　　鳴門公園を降りて鳴門スカイラインを十分ほど走ると四方見展望台につく。海・空・島々を三百六十度見渡せるパノラマスポット。
　四方見展望台から北東の方角に小さな鏡島が見える。この島が「ハート型」に見えることで密かな人気を集めている。穏やかなウチノ海は潮の満ち引きや太陽の角度によっても表情を変え、四季折々の美しさを楽しめる。展望台には駐車場があり、ドライブ途中の休憩にも最適である。
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